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「都上りの歌」アシュレークラスの学びから(Ⅲ) 

                                                                  聖書は【新改訳 2017】から引用しています。 

ベレーシート 

これまで「都上りの歌」の最初の 2篇と最後の 2篇を見てきましたが、そこにはイスラエルを基軸とした神様のご計画が啓

示されていました。詩篇は預言書です。今回も同じ視点でアシュレークラスの学びから 122篇を味わいたいと思います。 

 

詩篇 122 篇 都上りの歌。ダビデによる。 

1 「さあ主の家に行こう。」人々が私にそう言ったとき私は喜んだ。 

2 エルサレムよ  私たちの足はあなたの門の内に立っている。 

3 エルサレム それは一つによくまとまった都として建てられている。 

4 そこには多くの部族 主の部族が上って来る。イスラエルである証しとして主の御名に感謝するために。 
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5 そこにはさばきの座 ダビデの家の王座があるからだ。 

6 エルサレムの平和のために祈れ。「あなたを愛する人々が安らかであるように。 

7 あなたの城壁の内に平和があるように。あなたの宮殿の内が平穏であるように。」 

8 私の兄弟のためにさあ私は言おう。「あなたのうちに平和があるように。」 

9 私たちの神 主の家のために 私はあなたの幸いを祈り求めよう。 

●まず、全体の流れを簡単に確認しましょう。 

1節で、「さあ、主の家に行こう」といった人々は、2節では主の家であるエルサレムの門の内に立っています。この人々は

都に到着したのです。 

そして、3節から５節には到着した「主の家」であるエルサレムがどのような場所であるかが記されています。 

６節 7 節には「エルサレムの平和のために祈れ。」と呼びかける存在があり、８節、９節では「私」という存在がエルサレ

ムの平和と幸いのために祈っています。 
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●次に人称を確認します。１節の「主の家に行こう」といった「人々」、そしてその時喜んだ「私」とはだれでしょうか。 

４節を見ると 

そこには多くの部族 主の部族が上って来る。 

イスラエルである証しとして主の御名に感謝するために。 

とありますから、この詩篇はイスラエルについて記されていることがわかります。詩篇は預言書です。終わりの日に、「主の

家に行こう」と言うことのできる人々はイスラエルの残りの者にほかなりません。そして、その時喜んでいる「私」は、や

がて、ダビデの王座(3節)に着くメシア・イェシュアであると考えます。 

次に、2節で「エルサレムよ」と呼びかけられていますから、2節以降の「あなた」はエルサレムであることがわかります。 

そして、7節で「エルサレムの平和のために祈れ」と語りかけているのは人称なき存在、聖霊で、８節、９節でエルサレム

のために祈っている「私」は１節で喜んだ「私」メシア・イェシュアと考えました。 
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●以上のことを覚えながら、もう一度 1節を読んでみましょう。 

1 節「さあ主の家に行こう。」人々が私にそう言ったとき私は喜んだ。 

ネーレーフ  アドナイ   ベート  リー   ベオームリーム    サーマフティー 

&lenE hw:hy9 tyBe yli !yrIm]aoB] yTij]m'c; 
   私たちは行こう  主の    家に    私に   彼らが言う時に     私は喜んだ 

イスラエルの残りの者が「主の家に行こう」といった時にメシア・イェシュアが喜んでいる光景が見えてきました。1節が

122 篇で最も重要な節であり、とても深い意味があることを講義の中で学びました。この 1 節から見ていきたいと思いま

す。キーワードは「喜ぶ」(サーマハ：jm'c;)と「行く」(ハーラフ：&l'h;)です。 

 

●まず jm'c;(サーマハ)から見ていきます。 

サーマハは預言的完了形で、必ずそうなる、「私」であるメシア・イェシュアが「必ず喜ぶようになる」と語られています。 

サーマハの初出箇所は出エジプト記 4章 14節です。 
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すると、主の怒りがモーセに向かって燃え上がり、こう言われた。「あなたの兄、レビ人アロンがいるではないか。わたしは

彼が雄弁であることをよく知っている。見よ、彼はあなたに会いに出て来ている。あなたに会えば、心から喜ぶだろう(サー

マハ ベリーボー：/BliB] jm'v;)。 

神様がイスラエルをエジプトから救い出すためにモーセを遣わそうとされた時に自分はことばの人ではないから他の人を

遣わしてくださいと言ったモーセに対して神様の怒りが燃え上がる中で語られたことばです。イスラエルを代表するモーセ

に対して主の怒りが燃え上がった、これはイスラエルに対する神の怒りである大患難を啓示しています。そして、「あなた

の兄、アロン」とはイスラエルの長子であり、大祭司であるイェシュアを指し示します。そのアロンが神の怒りを終わらせ

るためにモーセに会いに来ている、そして会えば「心から喜ぶだろう」と神様が言っています。この喜ぶがサーマハです。

ここには地上再臨されてイスラエルの残りの者に会う時のイェシュアの喜びが啓示されています。 

以上のことを心に留めながら、新約聖書に記されているイェシュアの喜びを見てみましょう。 

ヨハネの福音書 15 章 11 節 
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わたしの喜び(ytij;m]vi)があなたがたのうちにあり、あなたがたが喜び(!k,t]j'm]vi)で満ちあふれるようになるために、わた

しはこれらのことをあなたがたに話しました。 

わたしの喜びとは何でしょうか。その喜びが弟子たちに満ちあふれるようになるために話されたという、「これらのこと」

とは何でしょうか。それは「わたしにとどまりなさい」ということです。ここではイェシュアに「とどまること」の祝福が

どれほどすばらしいことかが語られています。それはイェシュアがこの後通られる十字架の死と復活によって、初めてもた

らされる祝福です。弟子たちの霊が回復すること、そして彼らの霊の中で神と人がともに住むことが実現することです。 

人の霊を回復させ、その中で神と人がともに住むことは神様の悲願です。そのためにはどんな代償もいとわないという神様

のみこころがヘブル書に次のように記されています。 

ヘブル人への手紙 2 章９～10 節 

９・・・イエスは死の苦しみのゆえに、栄光と誉れの冠を受けられました。その死は、神の恵みによって、すべての人のた

めに味わわれたものです。 
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10 多くの子たちを栄光に導くために、彼らの救いの創始者を多くの苦しみを通して完全な者とされたのは、万物の存在の

目的であり、また原因でもある神に、ふさわしいことであったのです。 

イェシュアご自身も公生涯に入られる時、イェシュアに洗礼を授けることを拒もうとするヨハネに対して「今はそうさせて

ほしい。このようにして正しいことをすべて実現することが、わたしたちにはふさわしいのです(マタイ 3ː15)。」と言われ

ました。神と人がともに住むために人の霊を回復させることは神様にとって、ご自分の愛するひとり子イェシュアに、十字

架の死という辱めと苦しみの極みを通らせることと釣り合うほどに価値のあることなのです。 

イェシュアの喜びは御父の悲願が成就した喜び、イェシュアがなしとげた贖いの全ての御業の結実を見ることの喜びです。 

ですから、ルカによる福音書では、遣わされた働きから喜んで帰ってきた 72人の弟子たちに対してイェシュアは次のよう

に言われました。 

「しかし、霊どもがあなたがたに服従することを喜ぶのではなく、あなたがたの名が天に書き記されていることを喜びなさ

い(Wjm]ci)。」(ルカ 10ː20) 
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イェシュアは働きの成果ではなく、天に名が記されていることを喜びなさいと言われました。イェシュアはこれからなされ

るイェシュアの贖いのみわざによって、彼らの霊の中に三一の神が内住するようになること、御国が保証されることを喜ぶ

ようにと言われたのです。そしてその喜びは弟子たちの中にあふれるようになることを約束してくださっています。 

122篇 1節に戻ります。 

「さあ、主の家に行こう」と人々が私にそう言ったとき、私は喜んだ。 

先ほどこの人々はイスラエルの残りの者であることを見ました。 

神様の選びの民でありながら数々の偶像崇拝によって神様に背き続けてきたイスラエルが、歴史の終わりに、恵みと嘆願の

霊によってイェシュアがメシアであることに目が開かれます。神様の悲願であり、イェシュアの贖いのすべての御業の結実

がいよいよ神様の本命であるイスラエルにもたらされるのです。イスラエルの残りの者である「人々」が「さあ、主の家に

行こう。」と言ったのです。ついに、神様の愛するイスラエルが神様のもとに取り戻されるのです。ここに、サーマハの初出

箇所に啓示されていたイェシュアがイスラエルの残りの者に会う時の心からの喜びを見ることができます。 
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御国では、このイェシュアの喜びを全ての者が共有することになります。サーマハは贖われた者だけが味わう、御国の喜び

を表す語彙であることがわかります。 

 

●次に、人々が「さあ、主の家に行こう(ネーレーフ：&lenE)」と言った、「行く、歩く」という意味の「ハーラフ」(&l'h;)を

見ていきます。 

ハーラフという語彙の真意はアブラハムの生涯に象徴的に表されています。 

アブラハムの歩みは父テラに伴われて偶像の地ウルからカナンへと向かって出発するところから始まっています。カナンに

向かう途中のハランでテラが死んだ時に神様が初めてアブラハムに語ったことば、最初のアブラハム契約の中にハーラフが

あります。 

創世記 12 章 1～3 節 

1 主はアブラムに言われた。「あなたは、あなたの土地、あなたの親族、あなたの父の家を離れて、わたしが示す地へ行き
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なさい(レフ・レハー： ;̂l]A&l,)。 

2 そうすれば、わたしはあなたを大いなる国民とし、あなたを祝福し、あなたの名を大いなるものとする。あなたは祝福と

なりなさい。 

3 わたしは、あなたを祝福する者を祝福し、あなたを呪う者をのろう。地のすべての部族は、あなたによって祝福される。」 

「行きなさい」は「レフ・レハー： ;̂l]A&l,」と言うヘブル語です。「レフ：&l,」はハーラフの命令形、レハーは前置詞「レ：

l]」に人称代名詞の接尾辞「カフ・ソフィート： ;̂」がついたもので、直訳すると「あなたのため(自分のために)に行きなさ

い」となります。しかし、「あなたのために」は訳されず、ただ「行きなさい」とされています。レハー「あなたのために」

はノアに方舟を作るように命じる箇所にも使われています(創世記 6ː14)。ここではノアに対して「自分のために」方舟を

作りなさいと訳されています。ではなぜアブラハムに対しては「自分のために」と訳されていないのでしょうか。その理由

は、そこにはあまりにも深い意味があるからであると思われます。ここの「行きなさい(レフ・レハー： ;̂l]A&l,)」にはそれ

に続く 2節、3節の内容、「あなたを大いなる国民とし、あなたを祝福し、・・・地のすべての部族はあなたによって祝福さ
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れる」ということ全てのために「行きなさい」という神様のみこころが込められているのです。「あなたのために」はあなた

にとどまらない、あなたを通して祝福される全ての人々のためでもあるからです。 

 

●レフ・レハーはアブラハムの生涯における最大の試練の箇所にも登場します。 

創世記 22 章 2 節 

 神は仰せられた。「あなたの子、あなたが愛しているひとり子イサクを連れて、モリヤの地(エレツ ハンモーリッヤー：

hY:rIMoh' $r,a,)に行きなさい(レフ レハー： ;̂l]A&l,)。そして、わたしがあなたに告げる一つの山の上で、彼を全焼のささ

げ物として献げなさい。」 

それまでもアブラハムは自分の土地、自分の親族、自分の父の家を離れてハランの地から出てきました(創世記 12ː1)。そ

のアブラハムに対して、神様は最終的に最愛のひとり子イサクを献げることを求められたのです。アブラハムは従いました。

そして、まさにひとり子イサクを屠ろうとしたその時、神様が介入されます。そこでアブラハムが見たものは角を藪に引っ
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かけている一匹の雄羊でした。アブラハムはこの時、エルサレムにおいてなされる神の栄光のヴィジョンを見たのです。 

モリヤの地こそ「わたしが示す地」「主が見ておられる地」(エレツ ハンモーリッヤー：hY:rIMoh' $r,a,)でありました。 

そこは後のエルサレム(イェルーシャーライム：!yIl'v;Wry9)です。「イェルーシャーライム：!yIl'v;Wry9」は「見る」という意

味の動詞(ラーアー：ha;r;)と、「完成する」という意味の動詞(シャーレーム：!lev;)という二つの語彙からなっています。

エルサレムは神の見ておられるご計画が完成する重要な場所です。ですから神様はいつも最大の関心を持ってこのエルサレ

ムを見ておられるのです。アブラハムはそのことを悟って、この場所をアドナイ・イルエ(アドナイ・イェラーエ：ha,r;yE hw:hy9)

「主はご覧になる」と呼びました。 

 

●アブラハムの歩みに示された「レフ・レハー」に込められた神様のみこころとは何だったのでしょうか。 

愛するひとり子、イサクを殺すということは自分自身を殺すことと同じです。神のご計画を実現するために選ばれたアブラ

ハムが自分の国や生まれ故郷、自分の父の家だけでなく、これまでの古い自分自身に決別し、主が見ておられる地に出て行
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くようにと促すことばが「レフ・レハー」であると思われます。 

アブラハムはイサクを全焼のささげ物として献げるために「火と刃物」を持っていきました。それは 120篇にあった「勇士

の鋭い矢とえにしだの炭火」に相当します。これはイェシュアの語る霊でありいのちのことばであり、滅びと救い、死と復

活をもたらすものです。これがなければ主の家であるエルサレムに到達することはできないということです。 

アブラハムにとって「レフ・レハー」は、死と復活を通ることによって、自分だけではなく多くの者を祝福することになる

という、深い重要な意味を持つことばなのです。 

 

●神様はアブラハムに「レフ・レハー」の歩みを実現させるために、多くの訓練を与えました。神様の約束を肉の力で成し

遂げようとしてイシュマエルをもうけてからは 13年間、神様はアブラハムに対して沈黙されます。13年後に再びアブラハ

ムに現れた神様は「わたしは全能の神である。あなたはわたしの前に歩み、全き者であれ。」(創世記 17ː1)と言われて、ア

ブラムをアブラハムに改名することと、彼と彼につながる全ての者に割礼を命じます。アブラムに「ハーラフ(&l'h;)の頭文
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字「へー：h」を入れてアブラハムと改名することは、自発的、自覚的に歩む、主に従う者となることを啓示しています。

それは霊によって初めて可能になることです。 

そして、割礼は刃物で肉を切り裂いて、霊によって生きるという「キリストにある新創造」を啓示しています。 

改名も割礼も霊によって生きることを預言的に啓示しています。 

「さあ主の家に行こう。」と言った「人々」とは、勇士の鋭い矢とえにしだの炭火、火と刃物である恵みと嘆願の霊によって

自分に死に、霊に生かされ、主のものとされた者たちです。アブラハムに命じられた改名と割礼に込められた神様のみここ

ろはこの「人々」、すなわちイスラエルの残りの者に実現します。アブラハムに神様が命じられた「レフ・レハー」の歩みは

ことごとくイスラエルの残りの者の上に成就するのです。これこそが神様の悲願の成就です。ですから、 

「『さあ、主の家に行こう』と人々が私にそう言ったとき、私は喜んだ。」のです。 

 

●続く 2節以降にはエルサレムについて記されていますが、その前に 122篇の表題に注目したいと思います。 
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122篇の表題は「シール・ハンマアロート・レダーヴィド：dywid:l] t/l[}M'h' rvi」とあり、120,121篇にはなかった「レ

ダーヴィド：dywId;l]」がついて、「ダビデによる(ダビデのための)都上りの歌」となっています。ちなみに、前回取り上げた

133篇も同じ表題でした。ダビデはカナンの地において全イスラエルを最初に統一した王様です。ダビデが王となって最初

にしたことが、シオンの要害を攻め取ってイスラエルの中心地としたことです。そして失われていた契約の箱をそのシオン、

すなわちエルサレムに運び入れ、天幕の中に安置しました。これが「ダビデの幕屋」です。そこでは賛美を中心とし、感謝

と喜びにあふれた礼拝がささげられました(Ⅰ歴 15~16 章)。ダビデは偉大な王であり、主の家に住むというただ一つのこ

とを求めた祭司であり、そして預言者でした。33 年間という短い期間でしたが、全イスラエルが一つになる、全ての部族

がエルサレムに集結するという黄金時代を築きました。ダビデはやがて来るメシアの型であり、ダビデ王国はメシア王国の

型です。 

シール・ハンマアロート・レダーヴィドという表題は詩篇 122篇も、また 133篇もダビデの時代が下地となって、重層的

に語られていることを表しています。5節の「そこにはさばきの座ダビデの家の王座があるからだ。」とはこの時代が再び到
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来することを意味しています。 

 

●アモス書ではメシア王国の到来を「ダビデの仮庵(幕屋)を起こす」と表現しています。 

アモス書 9 章 11～12 節 

11 その日、わたしは倒れているダビデの仮庵(＝幕屋)を起こす。 

その破れを繕い、その廃墟を起こし、昔の日のようにこれを建て直す。 

12 これは、エドムの残りの者とわたしの名で呼ばれるすべての国々(コル・ハッゴーイム：!yI/Gh'Alk;)を、彼らが所有す

る(ヤーラシュ：vr"y:)ためだ。─これを行う主のことば(ネウム・アドナイ：hw:hy9A!aUn9)。 

12 節のエドムの残りの者とはゼカリヤ書 14：16 にある、反キリストの軍勢の中から御国に入っていく者のことかもしれ

ません。アモス書の次のオバデヤ書においてはエドムを絶対に赦さない神様の厳しいさばきが記されていますが、ここでは

その中にも残りの者が存在することが語られています。その者たちをも含む主を信じるすべての異邦人を、彼ら、すなわち
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イスラエルの残りの者が所有することになるとあります。所有すると訳された「ヤーラシュ：vr"y:」には「相続する」と言

う意味もあり、イスラエルの残りの者が異邦人に御国を相続させる、祝福するという意味の預言です。しかもここには最後

に「主のことば」(ネウム・アドナイ：hw:hy9A!aUn9)とありますから、神様がこのことを絶対に成し遂げることを保証してい

ます。 

ダビデの時代、ダビデの幕屋は全イスラエルを統合する象徴でした。メシア王国においては、イスラエルにとどまらず、キ

リストにあるすべての者が統合される象徴となるのです。 

この箇所は使徒の働きに引用されています。救われた異邦人に割礼を受けさせるべきかどうかという問題について話し合う

ために持たれたエルサレムにおける初めての教会会議でヤコブが引用して語っています。 

使徒の働き 15 章 15～18 節 

15 預言者たちのことばもこれと一致していて、次のように書かれています。 

16 『その後、わたしは倒れているダビデの仮庵を再び建て直す。その廃墟を建て直し、それを堅く立てる。 
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17 それは、人々のうちの残りの者とわたしの名で呼ばれるすべての異邦人が、主を求めるようになるためだ。 

18 ──昔から知らされていたこと、それを行う主のことば。』 

エルサレム教会は、このアモス書のことばを確認し、それを根拠として割礼や安息日遵守を強要することなく、異邦人をそ

のまま受け入れることを決定したのです。 

 

●では 3節を見ていきます。３節は２節以降で最も重要な節です。 

3節 エルサレムそれは一つによくまとまった都として建てられている。 

ヤフダーヴ   シェ・フべラー・ラーハ     ケイール   ハッべヌーヤー  イェルーシャーライム 

wD;j]y" HL;Ahr:B]jUv, ry[iK] hy:WnB]h' !yIl'v;Wry9 
一つに   互いに結び合わされた (関代)  都として 建てられているもの エルサレム 

                          

直訳は「一つに互いに結び合わされた都として建てられているエルサレム」となり、「エルサレム」以下のことばが、すべて
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エルサレムを説明している形になっています。 

続く 4節には そこには多くの部族 主の部族が上って来る。 

イスラエルである証として 主の御名に感謝するために。 

とあり、そのエルサレムに全イスラエルが集結する様子が描かれています。 

 

聖書では他の山々にまさってエルサレム、シオンの山が特筆されます。そこにかつてダビデの幕屋が置かれ、神の王座と臨

在が満ち溢れていたからです。そして、やがてメシアがそこを中心として全地を治めることが主によって定められているか

らです。以下のように、シオンは神様が望み、選んだ場所なのです。 

詩篇 132ː13～14 

13 主はシオンを選びそれをご自分の住まいとして望まれた。 

14 「これはとこしえにわたしの安息の場所。ここにわたしは住む。わたしがそれを望んだから。 
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●ここでアダムが妻につけた名前に注目します。 

人は妻の名をエバ「ハッヴァー：hW:j」と呼んだ。彼女が、生きるものすべての母だからであった(創世記 3ː20)。ハッヴ

ァーはアダムがつけた名前です。「生きるものすべての母」という意味をこめて「ハッヴァー」と名付けました。アダムはエ

バが母なるエルサレム、シオンになることを預言しているのです。エバは神によって贖われた神の民を結びつける母として

の役割を持っています。(詩篇87ː5、イザヤ 66ː10、ガラテヤ4ː26) 

最後のアダムであるイェシュアと、その妻であり、ハッヴァーであるエルサレム。そこにすべての神の子どもたちが集結す

るという構図が見えてきます。 

 

3節はエルサレムの機能が「すべてを統合する」ことにあることを語っています。 

「一つによくまとまった」と訳されているところは「結び合わせる」(ハーヴァル：rb'h;)という動詞に「一緒に」(ヤフダー

ヴ：wD:j]y')という副詞が重ね合わされることで一層親密な結び合いが強調されています。 
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エルサレムはかつてダビデの王座があったところであり、全イスラエルが一つになることを象徴する場所であると同時に、

教会もまたエルサレムから始まりました。そこに集うユダヤ人と異邦人が一つになるために開かれたのがエルサレムにおけ

る最初の教会会議であることを見ました。 

王がいて、民がいて、ともに住む場所はエルサレム、シオンしかないのです。 

 

●統合された都エルサレムについてイザヤ書からも見てみましょう。ミカ書にも同じ記述があります。 

イザヤ書 2ː２～3(ミカ書 4ː1～4) 

２終わりの日に、主の家の山は山々の頂に堅く立ち、もろもろの丘より高くそびえ立つ。そこにすべての国々が流れて来る。 

3 多くの民族が来て言う。「さあ、主の山、ヤコブの神の家に上ろう。主はご自分の道を私たちに教えてくださる。 

私たちはその道筋を進もう。」それは、シオンからみおしえが、エルサレムから主のことばが出るからだ。 

すべての国々(コル・ハッゴーイム：!yI/Gh'Alk;)と多くの民族(アンミーム：!yMi[')が集まってくるとあります。すべての国々
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はゴーイム、異邦人を意味します。多くの民族、(アンミーム：!yMi[')の初出箇所は創世記 11章 6節、バベルの塔の箇所で

す。一つの民(アム：![')であった人々が神に反逆したことによって、全地に散らされ、多くの民族となったことが記されて

います。その、全地に散ったすべての異邦人の中から贖われた者がエルサレムに上って来る様子が記されているのです。 

122篇はイスラエルの残りの者がエルサレムに上っていく様子が描かれていますが、イザヤとミカは贖われた異邦人がエル

サレムに集結することを預言しています。 

 

母であるエルサレムにおいてはイスラエルと異邦人は集められ、主にあるすべての者が一つに統合されるのです。エルサレ

ムにおけるキリストにある統合、これがご計画の完成、シャーロームであり、神様の究極の願いです。 

 

●キリストにある統合は人の内側においてもなされます。 

このことを８節、９節のメシア・イェシュアの祈りから考えてみましょう。この 2つの節は同義的パラレリズムで記されて
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います。８節に注目します。 

「あなた(エルサレム)のうちに 平和があるように」 

シャーローム バフ：&B' !/lv; 

これはイェシュアが復活の日の夕方弟子たちに現れて息を吹きかけられた時に言われたことと同じです。 

「平安が あなたがた(弟子たち)にあるように」(ヨハネ 20ː21) 

シャーロー厶 ラーヘ厶：!k,l; !/lv; 

「平和(平安)があるように」と訳された「!/lv;」(シャーローム)の語源の動詞「!lev;」(シャーレーム)は(神が)完成すると

いう意味で、イェシュアはどちらも「あなた(あなたがた)に神様のご計画が完成するように」と祈っているのです。 

下図は昨年のハヌッカー最後の礼拝における神田先生のメッセージからの引用です。神様のご計画が人の内側と外側で完成

することが表わされています。これが復活の日の夕方と、122篇 8節のイェシュアの祈りです。 
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左側：いのちを与える霊が人の霊の中に入ることによって、人の霊が回復し、その中に三一の神が内住します。そこからた

ましいが造り変えられ、最終的には御霊のからだに変えられることによって人の内側にキリストにある統合がなされます。 

右側：イスラエルの残りの者に恵みと嘆願の霊が注がれることによって、イスラエルの残りの者の中に三一の神が内住しま

す。イスラエルの残りの者は王なる祭司として回復し、異邦人を祝福する存在となり、御国が到来します。これが人の外側

の完成、エルサレムにおけるキリストにある統合です。 
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人の内側のキリストにある統合は、人の外側のキリストにある統合の「型」であることを、この時学びました。 

 

●以上がイェシュアの祈りであるとしたら、６節の聖霊が呼びかけている「エルサレムの平和のために祈れ」とはどういう

意味でしょうか。私たちは何をどのように祈ればよいのでしょうか。  

「エルサレムの平和のために祈れ」の「祈れ」と訳されたヘブル語は「シャーアル：la'v;」という動詞で、尋ね求める、そ

れも熱心に尋ね求めることを意味します。シャーアルの初出箇所は創世記 24 章 47 節、イサクの嫁を探しに行ったしもべ

エリエゼルのことばの中にあります。「イサク、すなわち御子の花嫁を熱心に尋ね求める」ことがシャーアルの本来の意味

です。これはイェシュアの「あなた(エルサレム)のうちに平和があるように」という祈りそのものです。イェシュアが熱心

に求めているのは花嫁であるエルサレムが整えられることであり完成することです(黙示録 21ː2)。 

「エルサレムの平和のために祈れ」とは、このイェシュアの祈りを自分の祈りとすることではないでしょうか。「エルサレ

ムにおける神様の最終的なご計画の完成を、そのご計画とはどんなものなのかを熱心に尋ね求めよ」ということです。それ
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は神と同じ物を見ることであり、神を愛することですから、同時に私たちの内側に始まっている御霊による造り変え、キリ

ストにある統合もまた完成していくことになるのです。 

 

●メシア王国には、キリストにある統合が完成された者、すなわち御霊のからだに変えられて入っていくエックレーシアや、

大患難の中で殉教した大勢の異邦人、また旧約の聖徒たちがいる一方、その中心メンバーであるイスラエルの残りの者は朽

ちるからだのままで入っていきます。ユダヤ人も異邦人も、御霊のからだに変えられた者も朽ちるからだの者も、母なるエ

ルサレムはこれらすべての主にある者たちを一つにする、キリストにあって統合する機能を持っているのです。これがシャ

ーローム、神様のご計画の完成です。 

詩篇 87 篇 5～7 節 

5 しかしシオンについてはこう言われている。「この者もあの者もこの都で生まれた。いと高き方ご自身がシオンを堅く建

てられる」と。 



27 
 

6 主が「この者はこの都で生まれた」と記して国々の民を登録される。セラ 

7 歌う者も踊る者も「私の泉はみなあなたにあります」と言う。 

 

ベアハリート 

イスラエルの残りの者として完成したイスラエルがいよいよ都に入っていく様とそれを喜ぶイェシュア、そして彼らが到着

した主の家、エルサレムは母なる機能を持っていること、そこにすべての贖われた者が集結し一つに統合されるという、神

様のご計画の完成、シャーロームを見ることができました。 

私たちは「エルサレムの平和のために祈れ」という聖霊の呼びかけに応え、イェシュアの祈りを私たちの祈りとして、エル

サレムにおける神様のご計画の完成を熱心に尋ね求めていきたいと思います。 

御国が来ますように。 

 2026年 4月 29日   木曜 AC 村上京子 


